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女子大学生の体型認識とダイエット経験に関する研究
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緒 言 方 法
　若年女性の痩身体型への憧れは、マスメディ
ァから受ける視覚的な刺激によって創作され、
ファ・シ・ソの世界においても痩せ型女性が基
本となっていることも大きく影響している。こ
のことは、痩せていることが美しいことである
という思いこみを増幅させてきた。
　近年、安価で購入できる体脂肪率計が普及し
たこともあり、手軽に自己の身体組成を測定す
ることが可能になった。しかし、その情報に対
して上手く活用できているとは限らない。特に
第二発育急進期以降、身長発育が微増になり発
育の関心が体重の増減に偏り始めている時期
は、客観的な判断以上に主観的な判断がなされ
る場合が多い。女子の痩身願望を起因する事柄
としては、現在の体重や、食習慣など多くの報
告1”s）があり、理想体型への思いこみは強いもの
と言わざるを得ない。
　そこで本研究は、女子学生の体型に関する認
識を検討することによって、健康教育を行う上
で必要な資料を得ることを目的としている。
　具体的には、1）女子学生の理想とする体型
を求める。2）現在の身長を基にした理想体重
から、どのような体型志向かを探る。3）過去
のダイエッドn経験とその方法、ダイエヅト開
始年齢と経験回数などから問題点を探ることで
ある。　　　　　　　’1
調査対象
　本学に在籍する新入生349人を対象として、
2000年4月に質問紙調査を行った。調査の方法
は、授業時間を利用した一斉調査、無記名方式
で実施した。記入漏れや記入ミスのあったもの
を除き、有効回収者278人（有効回収率79．7％）
を分析対象とした。
調査内容
　大学入学時における健康診断での身長と体
重、理想とする身長・体重、自身の身長から理
想と思う体重などの体型に関する項目。ダイ
エットの経験の有無、ダイエット開始年齢、ダ
イエット経験回数、ダイエット方法などのダイ
エヅトに関する項目からなる調査票を作成し
た。
　記入された身長と体重からBody　Mass
Index（以下BMI）：体重（k9）÷身長（m）zを算
出し、統計処理を行った。また、日本肥満学会
の肥満判定基準のBMI判定日）によって、痩せ傾
向、標準、肥満傾向の3群に分類し検討を行っ
た。
調査結果の分析
　平均値、標準偏差を算出。t検定、　x2検定を行
い、有意水準5％を持って「差がある」と判定
した。なお、統計解析にはMicrosoft　ExceI
2001、およびSPSS　Ver．6．O　for　Macを使用
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表L、現在の体型および理想とする体型の平均値（標準偏差）
グループ 身　長（cm） 体　重（k9） BMI
　　　全国平均　　（n＝1159）　　　（・＝1142）
やせ群（n＝1t18）　　159。1　（5．45）
禍哩翼〔三君季　（n＝118）　　　　ユ59，2　　　（4．54）
　　　　　　　　　　　　　　　　il巴済塒詔羊 （n：＝12）　 　　　』158．3　　　（7．59）
47．10
53，．66
170．19
i驚事1・・i；li｛iliii事1；
注）＊：pくO，05　＊＊lp＜O．01
表2，理想とする体型の平均値（標準偏差）
グループ 身　長（cm） 体　重（1｛9） BMI
全　　体 162、1　　　（3．93） 47．40　　　（3．64） 18．10　　　（1．25）
・やせ蒙洋（n：＝148）　　　　　162．0　　　（3．78）
標巽墜群（n：＝1ユ8）　　　　162．2　　（4．23）・
耳巴塙h號洋（n＝12）　　　　　　161、9　　　（2．57＞
iilil藻i弟ii　iilii羅皐；i
注）＊＊：p〈O．01
した。
結果及び考察
現在の体型と理想とする体型
　有効回収者から求められた、，身長、体重の平
均値と標準偏差、および身長と体重から個々に
求められたBMIの平均値と標準偏差を表1に
示したe全国平均7）からみると、身長（159、1
cm±5．18）は有意（p〈O．01）に高く、体重（50．9
kg±6．9）は有意（p＜0．05）に少なかった。本
学学生の体型は、BMI（20．1±2．4）で判定する
と痩せに近い標準であった。BMI判定別の体型
を各群（表1）でみるとh身長は有意差がなぐ、
体重だけが有意差を生ずる結果となった。この
ことは、体重がグループを形成する上で重要な
要因と考えられる。’
　表2は、理想とする身長と体重、BMIの平均
値と標準偏差、現在の体型を基にした増減の数
値を示した。本学学生の理想的な体型の平均は
身長162．1cm、体重47．4。　kgカζ求められた・こ
の数値を、BMIで判定すると痩せ領域に入り・
痩せ願望が強いことが伺える。特に、BMI判定
別の理想とする体型を各群（表2）でみると・
肥満群はBMI　20．52の標準域を理想どしてい
るが、痩せ群はBM工17．52、標準群はBMI
18．47の痩せ域を理想としている。痩せている
と判定されても、もっと痩せたいことを望む傾
向が強いこ1とが伺えた。　1
　表3は、現在の身長に対して理想とする体重
の数値を示した。体重46．39k9が平均的な現在
の身長に対しての理想体重と考えられた。また、
BMIを算出し平均を求めたところ、18．31とや
はり痩せ願望が強いことが示された。BMI判定
表3、BMl判定別　現在の身長で理想とする体重
　　の平均値と標準偏差
グループ 体重（k9） BMI
全体46．39（4．30）18。31（1．19）
やせ群（n二148）　44，98　（3，79）　17．75　（O、88）
標準群（・＝118）47．52（3．ee）18．73（0・99）
il巴盛詣群（n：＝12）　　　52．58　’（5．84）　　20．95　　（：LO4）
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別の現在の身長に対して理想とする体重を各群
（表3）でみると、痩せ群は体ee　44．98　kg、　BM工
17．75、標準群は体重47．52kg、　BM工18．73と
痩せ域を理想としているが、肥満群は体重
52．58kg、　BMI　20．95と標準域を理想としてい
る。これは、上述した理想とする身長と体重と
同様な結果となり、痩せていると判定されても、
もっと痩せたいことを望む傾向が極めて強いこ
とが伺えた。
　自己の身長と体重がBMIからみて、どの領
域に判定されるかを把捉しているかにもよる
が、体重減量が必要な場合と不必要な場合があ
ることを判断できる材料を提示していかなけれ
ばならないと考えられる。そこで、各群におい
て自己の体型をどのように判断して理想体重を
考えているか、各群iにおいて現在の体重から「減
らしたい」「現状維持」「増やしたい」をBMI判
定別に比較したものが蓑4である。現在の体重
から「減らしたい」と考えている老の割合は、
痩せ群80．4％、標準群99．2％、肥満群100％
（X2＝25．697、　p〈0．OO1）と有意な差を示した。
痩せ群において「現状維持」7．4％、「増やした
い」12．2％と考えている者がいることは、痩せ
願望が全ての学生に強いとは限らないことを示
した。特に、痩せ願望がクローズアップされが
ちであるが、痩せていて「肥りたい」と願う学
生の存在は、「肥る」と「痩せる」の相反するこ
との対応を今後の健康教育として考える必要性
が示唆された。また、体重は体脂肪童と活性組
織量の和であることを考えると、一概に体重の
増減だけを指標とすることは好ましいことでは
ない。本来ならば、体脂肪率による判定ε〕を用い
て客観的に判断を行うことが最良である。自己
の理想体重を設定する場合、体重を減らしたい
のか、体脂肪を減らしたいのかによって解決行
動に違いが生じてくるであろう。また、身長発
育のスピードが鈍化し、発青の関心が体重の増
減に移行したことが｛理想体重を現在の体重よ
りも低く設定していることも考えられる。女子
学生は、自己が主観的に体型を判断し、運動や
スポーツ、食習慣の見直しへの行動に起因して
いると思われる。そこで、大学入学時までのダ
イエヅト経験について検討を加えた。
ダイエ・ント経験
　有効回収者にダイエット経験を尋ねたとζ
ろ、「ある」と回答した人数は、143人（51．4％）、
「ない」と答えた人数は135人（48．6％）であっ
た。半数以上が何らかのダイエットを経験して
いることがわかった。BMI判定別に比較したも
のが表5である。ダイエット経験が「ある」と
答えた者の割合は、痩せ群41．9％、標準群
63．6％、冠巴満君羊50％（κ2＝12．349、pく0．05）と
有意癒差を示した。標準群において、高い割合
でダイエットを経験していることになる。
　ダイエット経験が「ある」と答えた女子学生
を対象に、どのようなダイエット経験があるか
を尋ねた結果を表6（複数回答）に示した。「運
動をする」h9　63．6％と高率であった。「間食をし
なレ（42．7％）」「量を減らす（35．0％）」の1頂に
なっている。体重の増減はx摂取エネルギーと
消費エネルギーとの収支によって左右される。
ダイエット経験としては、好ましい結果といえ
よう。行き過ぎたダイエットとして考えられる
「限られた食品（11．9％）」「食べない（5．6％）」
「回数を減らす（4．9％）」は、少数であったe
　また、ダイエット開始年齢を尋ねた（表5）
ところ、16歳が25．2％と高率で、次いで15歳
が23．1％、14歳が19．6％であった。中学校卒業
までに83人（58．0％）がダイエットを経験した
ことになる。開始年齢劉にダイエット項目に着
表4．現在の体重からの希望 表5，BMI判定別　ダイエット経験
グループ
現在の体重から
減らしたい　現状誰持　増やしたい
Chi－squareグループ
ダイエット経験
．ある ない
Chi・square
やせ耳洋　　　80．4％　　　7．4％　　　12．2％
携冥塾毛些君羊　　99．2％　　0．8％
月巴審笥群　　　100．O％　　O．0％
　　　X2＝25．6970，0％
　　　　p＜0．0010．O％
やせ君羊　　　41．9％
蓬票ま1些群　　　　63．6％
i］巴盛講君羊　　　50．0％
5S．1％
　　　　X2＝12．349836．4％
　　　　　PくO，0550．0％
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目したところ、50％以上が経験したことがある
項目として、「運動をする」が全年齢、「闘食を
しない」が，開始年齢10歳（66．7％）11歳
（100％）12歳（5⑪．0％）16歳（50％）18歳
（50．0％）、「鎚を減らす」が10〕歳（66．7％）12
歳　（50．O％）　13　fijt　（58．3％）　18歳　（50．0％）、
「限られた食品」が12歳（50．0％）として挙げ
られた。ダイエット経験としては、運動によっ
て消費エネルギーを増やしつつ、1食事や間食を
調節して摂取エネルギーを抑えようとする傾向
が見受けられる。，
　囲始年齢とダイエット経験回数を比較したと
ころ（i表7）、開始年齢が低いほどダイエット回
数が布』意に多い’（X2＝86．471、　p＜0．01）ことカs
認められた。特に、開始年齢10－－12歳は、全員
が複数回ダイエットを経験しておりN思春期の
早い段階で、体重をコソトロールするために、
食事の量を減らし、間食をしないなどのダイ
エット行動をしていることがわかった。
　これらのことから、健康教育を行’う上で食と
運動の関わり、体重の持つ意味、客観的な体型
判断などを中学校での早い時期に教育する必要
性のあることが伺える。合わせて、継続的な運
鋤やスポーツをどのように日常化してゆくか、
fi　6，ダイエット開始年齢の内訳とダイエット項目
開始 　　　1_イエット項目
一
年齢
・、 l　数
運動をする 間食をしない 量を減らす 限られた食品 　　　1Hぺない 回数を減らす
10 3（2．1％） 2（66．71垢）2（66．7％） 4
11 1（0．7％） 1（100％）1（100％） 2
12 6（4．2％） 5（83．3％） 3（50、O％） 3（50．0％） 3（50．0％） 14
13 12（8．4％）9（75．O％） 2（16，7％） 7（58．3％） 2（16．7％） 20
14 28（19．6％）18（64．3％）12（42，9％）8（28．6％） 6（2L4％）3（10．7％） 2（7、1％） 49、
15 33（23ユ％）
?（?．????
13（39．4％）　　　　　P13（39．荏％） 2（6．1％）
??，???
1（3．0％） 56
16 36（25．2％）19（52．8％）18（50．O％）8（22．2％） 3（8．3％） 1（2．8％） 4（1L1％）53
17 20（14．0％）12（60．0％）8（40．0％） 7（35．0％） 1（5．o％） 1（5．O％） 29
工8 4（2．8％） き（75：0％） 2（50．0％） 2（50．O％） 7
総計 143 91（63．6％）61（42．7％）5G（35．O％）17（11．9％）8（5．6％） 7（4．9％）234
表7．ダイエット開始年齢とダイエット経験回数
移暴始 ダイエット回数
庫齢 1 2 3 4 5 6回以上
10 1 （33．3％） 1（33．3％） 1（33．3％）
11 1（100％）
12 1（16．7％） 2（33．3％） 2 （33、3％） 1（16．7％）
13 2（16，7％），2（16．7％） 4（33．3％） 1 （8．3％） 2（16．7％） 1（8．3％）
14 7（25』％） 5（17．9％） 9（32．1％） 2 （7．1％） 5（17．9％）
15 7（212％）11（33．3％）7（212％） 11（3．O％）
2（6．1％）　㌣ 5（152％）
16 7（19．4％）工2（33．3％）10（27、8％） 2 （5．6％） 3　（8．3％） 2（5．6％）
17 11（55．G％）8（4G．O％） 1（5．0％）
ユ8 4（100％）
TOTAL38（26．6％）39（27．3％）33（23．1％）9 （6，3％） 15（10．5％） 9（6．3％）
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発育段階でのダイエットによる弊害などの情報
提示をどのように行うかが今後の課題といえ
る。
た。開始年齢が低いほど、ダイエット回数が
有意に多いことがわかった。
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